
☆教育目標「自己を拓き、共に生きる、健康で品性の高い子ども」

○自分から学びます ○共に磨きます ○互いに鍛えます

【スローガン】キラキラとひとみが輝く二小の子ども

１月３１日（水）に、青空・無風という絶好のコ

ンディションの中、ネコママウンテンにおいてウイ

ンタースポーツデー（校内スノーボード教室）を実

施しました。

１４グループに分かれ、すべての班に優しいイン

ストラクターさんがついてスタートしました。多く

の班はそり遊びエリアでの基礎練習から始めました。

スノーボードに慣れていないお子さんたちには、は

き方や転び方等、覚えることがたくさんありますの

で、はじめは不安もあったかとは思います。それで

も、午後には多くの班がリフトのゲレンデにもチャ

レンジできるようになるほど、とても上達していました。

インストラクターさんたちの教え方の上手さはさすがで

す。滑ることができるようになるのは嬉しいもので、ゲ

レンデ上で最高の笑顔がたくさん見られました。

青空の下で思い切り体を動かし、スノーボードの楽し

さを存分に味わうことができた１日となりました。関係

した皆様にこの場をお借りして感謝申し上げます。そし

てなにより、学校の取組に理解を示しご協力くださった

すべての保護者の皆様に感謝申し上げます。ありがとう

ございました。

豆まき集会開催
２月２日（金）に豆まき集会を実施しました。

この集会は担当として企画・運営するのが１，２

年生です。２年生は自分たちで豆まきの由来等を調

べ、絵を使いながら説明したり、鬼も登場しての寸

劇で場を盛り上げたりすることができました。１年

生も元気いっぱいの声で進行ができていました。１，

２年生の大きな成長を感じる集会となりました。

後半は、年男・年女となる５年生が、模造紙に描

かれた鬼に豆（を模した紙）をぶつけ、退治しまし

た。

こうして、季節の行事を実施することで、昔の人

の思いや願いを想像することができるものです。担当となった子どもたちのがんばりもあり、と

ても楽しいひと時となりました。
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二小では、吉田養護教諭を中心として食育にも力を入れて取り組んでおり、昨年度の福島県食

育推進優秀校表彰において「優秀賞」というたいへん栄誉ある賞を受賞していました。こうした

取組は実践を振り返りながら改善し、継続していくことが大切であると考えます。

そして、今年度、「食における自律と自立を目指す指導（２年次）」として実践記録をまとめま

した。この度それが評価され、福島県食育推進優秀校表彰において１校だけが選ばれる「最優秀

賞」を受賞しました。

タイトルは、子どもたちが自ら主体的に食と向き合う姿を思い描き、「自分で考えて自身の食に

ついてコントロールする力〈自律〉」と「自分でよりよい食を考えていく力〈自立〉」を育むこと

を目指して設定していました。これらが実際に子どもたちの力となって発揮されていることをご

評価いただいたたいへん嬉しい受賞です。

今回、栄養教諭の指導や各教科等での実践の

他、チェックシートのコメントやＢＢＣにおい

てご家庭からのたくさんの励ましをいただいた

という「連携」も特色として打ち出してきまし

た。また、二小ならではの地域の食材とのかか

わりもたくさん紹介することができました。改めてかかわってくださった全ての皆様へ感謝申し

上げます。

この受賞を大きな励みとして、これからも健やかな体を育んでいくことができるよう、学校一

丸となって尽力してまいります。

２月１３日は…
２月１３日（火）に、福島市において開かれた、令和５年度ふくしまっ子健康マネジメントプ

ラン事業「ふくしまっ子体力・健康優秀校表彰式」に代表児童のA.H さんとともに参加し

てきました。長なわとびの４冠と食育の最優秀校としてご注目いただいたこの１日、式では特色

ある取組として、H さんによる実践紹介作文発表の時間がありました。学校にはテレビ取材

も入り、夕方のテレポートプラスでご紹介いただきました。このように盛りだくさんの１日でし

たので、次号で改めて特集として紹介させていただきます。


